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自己紹介

https://www.itmedia.co.jp/news/0204/05/feminity.html

https://echonet.jp/

https://www.eccj.or.jp/vanguard/commende-10.html https://www.w3.org/

東芝 / 世界初のネットワーク家電Feminityシリーズ2002

東芝 / 省エネ大賞製品の開発1997
W3C Keio site Manager/ HTML5の普及2009

夢：みなさまと創りたい＝
IoTスマートハウスで「新しい住まい方」を創りたい。

http://sh-center.org/

一色 正男(いっしき まさお)
経歴：東芝時代（1982入社-2008卒業）

慶應義塾大学特任教授(2009-2015)
神奈川工科大学(2013-現在）
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IoTスマートハウスを普及させるための施策紹介

サステナブル建築物等先導事業(次世代住宅プロジェクト)ではIoTを活用した住宅の普及支援を行っています
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次世代住宅プロジェクト採択事例紹介-1

ZEH住宅や、HEMSを導入した実証事例も数多く採択されています。
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次世代住宅プロジェクト採択事例紹介-2

IoT機器による見守りや子育て、生活支援など多種多様なプロジェクトが採択
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2022年度も公募実施予定です(確定ではありません)

モデルハウス等で実証が出来る2段階実証を取り入れるなど間口を拡げています。
ご興味がある方は一度公式サイトをご覧ください。

https://project.nikkeibp.co.jp/jisedaij/
取組みテーマ(※2021年度時、変更の可能性アリ)
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様々な方面での普及支援を行っています

http://sh-center.org/mr-tour

詳細は後半の「神奈川工科大学スマートハウス研究センターの活動紹介」にて

バーチャル見学会サービスの提供 展示会の共同出展や出展支援※を実施

※海外出展は経済産業省委託事業：省エネルギー等に関する国際標準開発
「ECHONET Lite AIF（アプリケーション通信インタフェース）仕様の国際標準化」
による普及啓発活動の一環として行っております。

ECHONET Lite機器の遠隔デモシステム開発

ENEX2022(東京ビッグサイト)
コンソーシアム様との共催

CES2022(ラスベガス)
コンソーシアム様の出展支援

http://sh-center.org/shrepo/3500 https://echonet.jp/exhibition/20220126/
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海外発信： 見学対応も推進

https://www.kait.jp/news/1642.html

https://www.kait.jp/news/1693.html
2022年はリモートで開催

http://sh-center.org/shrepo/3606
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非接触化＆オンラインコミュニケーションの高度化

アバター(分身)が会話。雰囲気を伝える

進化したテレコミュニケーションと連動して非接触生活を創る

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000050.000015618.html
https://orihime.orylab.com/

非接触に。察知して自動運転。
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ECHONET Lite
（HEMS)機器

IOT
機器

Home IoT
Server Client 

App

ECHONET Lite
（HEMS）機器

IOT
機器

Home IoT
Server Client 

App

人と人のきずな
Human Relationship

人と人のきずなを支援する
Supporting the human relationship 

「きずな情報」
Relation Information

クラウド

AI

パートナー
ロボット
Partner Robot

人
Human

（例：見守りサービス）

HEMSが、人を見守り、伝える。

HEMSが検知：
おじいちゃん
調子いい HEMSが伝達：

おじいちゃん
調子good！

AI_!?

人を幸せにするIoTスマートハウス



Smart House Research Center

11Kanagawa Institute of Technology, JAPAN

オンラインコミュニケーションが作る素敵な未来～OriHimeロボット～

https://orylab.com/

このロボットの後ろに、障害者がコントロールして、通信基盤が動いている。その素敵な未来を想像せよ

https://robotstart.info/2018/10/04/dawn-b.html
https://www.youtube.com/watch?v=oZ9ALcIwC6w&feature=emb_rel_pause

11
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「ソフトウェア・ファースト」の時代へ

更新型
機
器

更新ソフト
ウェア

ソフト遠隔更新（OTA※）
安心の更新設計。
「住まい方サービス」も
住まい方に合わせて
更新・変わります。

例：子供が独立して二人暮らし。機器制御サービス更新で、高齢者向け空調制御へ更新。
住まい方ソフト更新で、空気清浄機追加と連携による空質向上。機器による高齢者見守り機能を追加。

これから（ハード＆ソフト）

サー
ビス

＜次は、アップデートできる住宅・ビルが「次世代IoTスマートハウスビジネス」を創る＞

機器制御サービス
更新（ソフト＋）

連携機器追加サービス
（ハード＋＆ソフト＋）

ネット化

住まい方
サービス

※OTA：オーバーザエアー

次
は

現
在

アップデート前提の販売 アップデート前提の設計へ

ニューノーマル時代は、
変われる技術（アップデート）

アップデートできる住宅・ビルへ!
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（宣伝）スマートハウスを学ぶ

家電製品協会がスマートハウス向け資格を創設
スマートマスターの詳細に関してはこちら

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/

技術総合誌『OHM』で連載していた
（2015年5月号～2016年4月）

｢自分で作ろう！スマートハウス｣書籍化。
http://sh-center.org/hemsinfo/2484
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一緒に未来住宅を創りましょう！

http://sh-center.org/


